
平成２６年度

重 点 目 標

②コミュニティ
スクール

①保幼小中
連携教育

③学力と体力
の向上

④子どもと向き合う

時間の確保

⑤ひとりひとりを

大切にする教育

おちの子教育ポイント５か条

① 早寝・早起き・朝ご飯
歩いて登校、脳と体にスイッチオン

② あいさつは魔法のことば 家族で地域で学校で
③ 週に１日、見ない、やらない、テレビとゲーム
１日９０分以内、携帯電話は持たせない

④ 決めた時間は必ず学習 園児は元気に外遊び
⑤ 心を育てる読書と手伝い 木曜日は本の日

学習支援員（講師）の配置

学力向上サポーターを配置

放課後学習アドバイザーを配置

家庭学習の手引きを配布

国語・理科・英語・算数数学などの

県作成の学習シートを活用

授業アンケートを実施して改善

校内研修を積極的に実施

総合・県版・全国の学力調査を実施

OJT（人材育成）への支援

北海道滝上町との児童交流

国際交流員とALT２名を配置

学校図書館支援員を配置

スポーツ人材を派遣

（武道やダンスの授業・部活動・

ファイティングドッグスの活用等）

③学力・体力の向上

学び合いを中心とした分かる

授業を目指します。

学校運営協議会を新規設置

地域教育推進協議会による自然

体験行事の開催（仁淀川で遊ぶ・

凧揚げ・伝承行事等）

総合的な学習の時間を支援

開かれた学校づくり委員会

学校アンケートや学校評価の実施

②コミュニティ・スクール

越知の子どもは越知で育て

る！町ぐるみで子どもを育て

る風土を作ります。

子育て講演会の開催

問題解決型の授業スタイルを

小中学校で取り入れ、学び合いに

よる活用力を９年間に渡って育成

保幼小中の先生方の授業参観

や交流を推進

保幼小中でALTによる英語教育

を実施

連携教育推進部会（１４部会）

を開催

保幼小行動目標シートを作成し、

それぞれの発達段階における

目標を共有

キャリア教育を推進

①保幼小中連携教育

越知の良さを生かし、０歳

から１５歳まで、継続した

取組を行います。

会議を精選・工夫し、先生と

子どもの時間を確保

ICTの活用を促進し、先生の

業務を軽減

子どものニーズに合わせた

個別学習を実施

DCAPサイクルの確立

④ 子どもと向き合う
時間の確保

学校のシステム全体を改善

し、先生が子どもと過ごせ

る時間を増やします。

特別支援教育支援員を配置

スクールカウンセラーを配置

温かい学級づくりアンケートを

年２回実施

教育相談の実施

安全を確保する設備の整備

人権講演会を開催

道徳参観日を実施

保育園・幼稚園での5歳児相談

体制づくり

⑤ ひとりひとりを
大切にする教育

ひとりひとりの個性を大切

にし、思いやりのある子ど

もを育てます。

社 会 教 育

～ 生涯を通した学びとスポーツの推進 ～

・地域教育の推進 ・子ども読書活動の推進

・生涯スポーツの推進 ・公民館活動の活性化

・文化財保護活動 ・PTA活動の活性化

・横倉山自然の森博物館、本の森図書館、総合

運動場の活用や整備

・国際交流の推進（韓国語・英会話教室など）

・家庭教育の推進（すてきなお母さん講座や家庭

教育講演会の開催など）

・いきいき長生き学園、ペタンク大会、囲碁将棋

大会、町民文化祭など各種イベントや学習会

の充実

・中学生韓国派遣

教 育 目 標

「自ら学び、心豊かでたくましく世界に羽ばたく子どもの育成」～ 人間力を育てる ～


